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　　　　一Hirschhomの所論を中心として一

村　田　和　彦

1序

　生産手段の機械化が人間労働に及ぼす作用に関しては，機械化の進展が

「人問労働の単純化」（reduction　of　work　to　simple　labor），「熟練の解体」

（deskilling），r労働の格下げ」（degradationofwork）をもたらすとする見

解1〕が見い出される一方で，他方で，機械化の進展が逆に労働者に高度の

「問題解決能力」（a　prob1em・solving　mentality），「診断能力」（diagnostic

skill），r学習能力」（1eaming　ability）を要求するとする見解が見い出され

る．

　本稿は，このうち，後者のいわぱ「人間労働の高度化」（upgradation　of

work）説を研究対象として取り上げてその内容を明らかにするとともに，こ

うした見解が主張されることとなる根拠を究明することを課題とするもので

ある．ところで，後老の見解を主張するもののr人に，Larry　Hirschhomが

いる．そこで本稿においては，このHirschhomの所論2｝を取り上げて，課

題の克服に努めることとする．

　　1）　こうした見解を主張する論老として，われわれは，J．R．BrightとH．

　　Bravermanを挙げることができる．

　　J．R－Bright，Automation　and　Management，Boston1958．

　　H－Brave㎜an，Labor　andM㎝opo1ycapital＝The　Degradation　ofWork

　　in　the　Twentieth　Century，New　York　and　London1974．

　　2）本稿で，われわれが取り上げるHirschhomの所論は，つぎのものであ

　　る．
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（14〕　　　　一橋論叢　第106巻　祭5号　平成3年（1991年）11月号

　　L．Hirschhom，Beyond　Mechanizati㎝：Work　and　Technology　in　a

　　Postindustrial　Age，Cambridge，Massachusetts，London，England1984．

　　　　　　　　　2　生産技術の発展

一メカニカル生産技術からサイバネティヅク生産技術へ一

　Hirschhomの人間労働高度化説は，われわれの理解するところによれぱ，

r生産技術の発展」に関する，つぎのような彼の独自な見解と密接に結ぴつい

ている．すなわち，生産技術の発展を，一方において，連続的・直線的変化

としてではなくて，不連続的・質的変化として把握するとともに，すなわち

硬直性でもって特徴づけられる生産技術の段階（この段階の生産技術をHir－

schhomは，mechanica1technolc■gyとよぶ）から，弾力性でもって特徴づけ

られる生産技術の段階（この段階の技術を，Hirschhomは，cybemetic

techno1ogyとよぷ）への発展として把握するとともに，他方において，生産

技術の発展の方向に関して，生産技術の完全性を措定する考え方，すなわち，

機械の発展はやがて，機械による人間労働の完全な代替を可能にするとか，

あるいは人間労働による機械の補完が不必要になるとする考え方は，これを

非現実的な考え方として，放棄しなけれぱならないとする見解が，それであ

る．

　そこで本節においては，われわれは，生産技術の発展に関するHirsc㎞om

の所論をまず明らかにしていくこととする．

　（1）　メカニカノレ生産技術

　Hirschhomの見解によれぱ，生産技術の発展は，小規模で局地的市場

（loca1market）を背後にもつ単純な「汎用工具」（genera1－purpose　tools）

から，全国的市場（national　market）・単一の安定的な大量市場（sing1e，

stable　mass　market）を背景にもつ硬直的な「専用機械」（single－purpose

machinery）を経て，多様で，変動的で特殊化された市場（versatile，change－

able，specialized　market）に対応する「弾力的機械」（Hexible　machine町）

もしくはr汎用機械」（general・pl1rpose　machinery）への発展として描かれ
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　　　　　　　　　　生産技術の弾力化と人間労働の高度化　　　　　　　　　（15〕

うる．この場合に，硬直的専用機械の段階として特徴づけられている段階は，

Hirschhornにおいては，さまざまな名称がつけられている．すなわち，

mechanical　technolo馴，traditiona1techno1o馴，industrial　techno1o馴，

mechanicalmachinesystem，analogdevices，およぴmechanizationがそれ

である．以下，本稿ではこの段階を「メカニカル生産技術」という用語で表

現することとし，本節では，まず最初にこのメカニカノレ生産技術に関する

Hirschhomの見解から明らかにしていくこととする．

　Hirschhornによれぱ，機械は，一般に，つぎの三つの部分機構から構成さ

れている．すなわち，（1）動力を伝達する機構（transmission　system），（2）

伝達された動力を利用して加工対象を変形する機構（transfomation

system），および（3）機械の構成部分およぴ加工対象の動きの速度と方向と

を制御する機構（control　system）が，それである1〕．こうした機械そのもの

の構成との関連で，メカニカル生産技術の特質をみるならば，その特質は，

彼によれぱ，この三つの部分機構が相互に密接不可分な形で統合された状態

にあるところにもとめられる．すなわち，どの一つの部分機構も，他の部分

機構の変更をともなうことなしには，変更されえない形で統合されており，

したがって機械の変更にあたっては，多量の資本と時問とが必要とされるの

である．この特質から，メカニカノレ生産技術のr硬直性」という性格をHir・

schhomは導き出す．すなわち，特定の製品の生産に関しては，きわめて能

率的なのであるが，これに対して，これとは異なる内容の製品の生産への変

更の可能性については非弾力的であるという特質を，メカニカル生産技術は

もっ二ととなる2〕．

　さて，Hirschhomによれぱ，こうしたメカニカノレ生産技術の基礎にある基

本原理を最も象徴的に表現するものは，自動車産業におけるr組み立て線」

（assemb1yline）である．この「組み立て線」に娃が注目するのは，そこにメ

カニカノレ生産技術の四つの基本原理を最も明瞭に見い出すことができるから

である．すなわち，（1）「製品の構成部品の標準化」（standardization　of

parts），（2）「生産の連続性」（continuity　ofproduction），（3）「拘束的もし
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l16〕　　　　　　　　　　一橋論叢　第106巻　第5号

くは硬直的機械」（constrained　or　rigid　machinery）および（4）r人問労働

の単純労働化」（reduction　of　w（lrk　to　simp1e　labor）がそれである．

　このうち，第1のr部品の標準化」の原則が，基本原理をなすのは，第1に

製品を構成している多様な部品相互の間に精密な適合性（行tneSS）をつくり

出すために，第2に，消費者の視点からは，同一部品の互換性を確保するた

めに，そして第3に同一の部品の組み合せを変えることによって多様な製品

をつくり出すために，r部品の標準化」が不可欠となってくるからである．

　こうした第1原則が現実のものとなるためには，一Hirschhomによれば，そ

のための前提として，そもそも精密な測定自体を可能にする測定器具の制作，

および精密な加工を可能にする工作機械の製造がなされておらねばならない．

さらに看過されてはならないの1ヨ．，企業によって大量につくり出される製品

を吸収しうるに足るだけの大量市場（mass　market）ないし大規模な公開市

場（open　market）が形成されておらねぱならないことである．このことは，

メカニカノレ生産技術が，一定の生産方武の変更，すなわち受注生産（specia1

order）から見越し生産への移行と密接な関係をもっていることを意味する．

　第2の「生産の連続性」の原貝11によって要請されているのは，加工対象で

ある原材料が機械自体の内部，もしくは機械の間を移動するにあたって，そ

の運動ないし流れが中断することのないように，時閻的に調整されているこ

とである．このためには，加工対象の連続的流れを可能にするような個別機

械の配置と作業組織の編成が可能でなければならない．この条件を成立させ

たものは，Hirschhomによれば，一つには19世紀から20世紀の変わり目に

おける蒸気力から電力への動力源の変更，とくに個別機械を稼動させる個別

電気モーターの出現であり，二つには，第1次世界犬戦後に「工場管理」

（industrialmanagement）として知られるようになった「科学的管理」であ

った．なお，第2原則が要求する連続的生産工程（continuousprocess）に対

して，それ以前のものを，Hirsc1止omは，間欠的生産工程（batch　process）

とよんでいる．

　第3の「拘束的・硬直的機械」の原則は，機械の運動が，「特別に設定され
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　　　　　　　　　　生産技術の弾力化と人間労働の高度化　　　　　　　　　（17）

た時間の枠内での，特別に設定された一連の行動」（12頁）3〕に限定されるこ

とを要請するものである．すなわち，個々の機械の運動は，先行する前工程

に属する機械の動きに事前に精密に調整された時間間隔で従わねぱならない

のである．このようにして，一つの個別機械を構成する部分機構の動き，個

別機械の動き，さらには，個別機械から構成されている機械体系全体の動き

が，いずれも事前に設定された「望ましい動き」以外のいかなる動きもする

ことのないように拘束されていくと，その動きには，おのずから，「拘東性な

いし硬直性」（constraint　orrigidity）という特徴が生れてくる．このように

して，Hirschhomによれぱ，r違続的生産は，異なる投入素材でもって，異

なる製品を生産する能力にきぴしい制約を課することになる．」（13頁）そし

て「ちょうど自動化された機械は，その構成部品が標準化されているときに

のみ作動しうるのとまったく同様に，機械体系の完全なる機械化は，需要が

標準化されており，かつ買い手の希望と売り手の能力とを調整する長期計画

が存在しているもとでのみ作動しうることとなる．」（13頁）このことは，ま

た，Hirschhomによれぱ，r完全なる機械化」という構想が，一定の消費老

文化を想定するものであること，すなわち生産技術が次第に杜会生活の上に

「画一性」（uniformity）を課すような消費者文化を想定するものであること

を意味している．

　第4の「人間労働の単純労働化」の原則は，機械体系そのものが，さらに

はそれを構成する個別機械が汎用性を失っていくにつれて，すなわち汎用機

械から専用機械に転化していくにつれて，作業老そのものが，特定の単純な

機械的動作のみを反復する専用機械（a　specialized　machine　or　a　specia1・

purpose　machine）となっていくことを表明するものである．

　以上が，メカニカノレ生産技術の特徴に関するHirschhomの見解の大要で

ある4〕．これを要するに，（1）消費老に対しては，画一的な大量生産市場を要

請し，（2）生産過程の内部にある機械に対しては，高度に能率的ではあるが，．

しかし単一の用途に限定された硬直的運動を要求し，そして（3）作業者に対

しては，単純な機械的動作の反復を強要するところに，メカニカノレ生産技術
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（18） 一橋論叢　第106巻　第5号

の特徴を見い出すものが，Hirschhomなのである．

　（2）　サイバネティック生産技術

　Hirschhomは，弾力的機械の登場でもって特徴づけられる段階の生産技

術をrサイバネティヅク生産技術」（cybemetic　techno1ogy）とよぷのである

が，これは，つぎのようないろいろな名称でもよぱれている．すなわち，

new　techno1ogy，post－industrial　technology，Hexible　machine　technology，

feedback（一base）technology，digita1machine，およびcybemationが，そ

れである．以下，この新しい生産技術の特徴に関するHirschhomの見解を，

旧来の技術との対比を念頭において，明らかにしていくこととする．

　われわれは，その際，「制御機構」に焦点をあてて，サイバネティック生産

技術の特徴をみていくこととする．この場合にH1rschhomによって強調さ

れているのは，サイバネティック生産技術における制御機構が，人間の「脳」

をモデノレにして設計されている二とである．しかもその際に「脳」が選ばれ

るゆえんは，Hirschhomによれぱ，つぎのとおりである．「脳は，複雑な電

気的および化学的信号を通して桂互に作用しあうことによって，人体の諸器

官，諸細胞，およぴ化学的反応を制御している数百万の細胞の凝集体である．

しかも脳は制御を遂行するにあたって，相対的にわずかのエネノレギーしか消

費しない．」（25頁）

　すなわち機械の「作動機構」（aCtuating　SySte叫；energiZing　SyStem）が

大量のエネノレギーを消費するのに比べて，「制御機構」そのものは，わずかの

エネノレギーしか必要としないところに，Hirschhomは，サイバネティヅク生

産技術の第1の特徴をもとめている5〕．この場合に，「制御機構がわずかの動

力しか消費しない理由は，それがエネノレギー・ポテンシャノレを誘導するけれ

ども，しかしいかなる独立の動プ：一も供給するものではないところにもとめら

れる．」（25頁）

　制御機構に着目する際に，見い出されるサイバネティヅク生産技術の第2

の特徴としてHischhomが指摘しているのは，制御機構の修正が，作動機構

をなしている伝達機構や変形機構から独立した形で可能となっていること，
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　　　　　　　　　　生産技術の弾力化と人間労働の高度化　　　　　　　　　（19）

したがって制御機構が作動機構に対して発信する信号の内容を変更すること

によって，作動機構の運動の内容を弾力的に変更することが可能になること

である6〕．このことは，また，機械が，サイバネティック生産技術の段階にお

いては，硬直的専用機械（a　specia1・purposemachine）から弾力的汎用機械

（a　general－purpose　machine）に転化することを意味する．

　さて制御機構は，機械とくにその変形機構の運動を制御して，当初の目標

を達成せしめるところにその課題があるのであるが，変形機構の運動の結果

を目標に近づけるr手順」（sequence）に関して，Hirschhomによれぱ，メ

カニカノレ生産技術とサイバネティック生産技術との間には，大きなちがいが

見い出される．すなわち，メカニカル生産技術の場合には，事前に設定され

た投入条件を前提として，機械の完全な動きのみが実現されるまでにその動

きを拘束するかたちで，憤習的手順（habitual　sequence），硬直的手順（rigid

SequenCe），したがって不変的手順（inVariantSequenCe）が採用されるのに

対して，サイバネティック生産技術の場合には，機械の運動の結果が目標と

の関係において把握された上で，この結果についての情報がフィードバヅク

されて，つぎにとられるべき運動の内容を決定していく．換言すれば，サイ

バネティック生産技術においては，結果を目標に近づける「手順」としては，

r結果を目標と比較して，それから差異を除去するための行動をとるという

学習を内容とする手順」（the　leaming　sequence　of“compare，then　act　to

eliminate　differences’’p．29）が採用される．すなわち一定の硬直的手順に，

「別の手順を決定するための手順」（a　sequence　for　determining　other

sequences）（一これをmrschhomは“metasequence”ともよぶ）が取っ

てかわる．このことは，サイバネティック生産技術においては，投入条件の

厳格な確立に努力が傾注されるのではなくて，むしろ投入条件の変更の可能

性については，これを認めた上でなおかつ定められた目標を達成するために，

一方でr誤り」はこれを排除するのではなくて，導入するとともに，他方で

「（機械の）運動の持続的補正の手順」（a　sequence　ofcontinuallycompensa・

ting　moVementS）が有効な手段として活用されていくことを意味している．
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（20）　　　　　　　　　　一橋論叢　第106巻　第5号

そこで，Hirschhomは，フィートーバヅク原理の導入を，サイバネティック生

産技術の第3の重要な特徴として設定する7〕．

　さて，機械の運動を目標に照らして持続的に補正していくためには，不断

に機械の動きを監視して，目標からの徴細な差異を探知する装置が必要とさ

れる．しかも二の装置は常時稼動するものであるので，それが経済的に利用

されうるためには，わずかのエネノレギーしか消費しないものでなけれぱなら

ない．他方，徴細な差異を探知する装置そのものには，作動機構を嫁動させ

るのに必要な「機械的エネノレギー」の直接的な生産と伝達を期待することは

不可能である．そのためには，「探知装置」（SenSing　inStmment）が与える信

号を増幅することによって，機械的エネノレギーの誘導を行う装置が，「実際に

大量のエネノレギーを消費する作動機構」と「探知装置」との問に挿入されな

けれぱならない．したがって，サイバネティヅク生産技術をメカニカノレ生産

技術から区別する第4の特徴として，それがr探知装置」とr増幅装置」

（amp1ifying　instrument）というメカニカノレ生産技術にはない物理的装置を

もっていることが指摘されうることとなる畠〕．

　ところで，こうした増幅装置としての役割をはたした最初のものこそが，

Hirschhomによれぱ，r真空管」なのである．しかもこの真空管には，つぎ

の三つの属性が存在していることが注意されねばならない．すなわち，その

第一は，低位のエネノレギーで稼動しており，しかもきわめて感度の高い探知

装置から発せられた信号をそれが増幅して，高位のエネノレギーを必要とする

作動機構を稼動させうることである．その第二は，それが，バルブの開・閉

やスイッチの入・切といった単純な動きに限定されるのではなくて，r徴妙

な変調」（modu1ation）を可能にすることである．そしてその第三は，それ

が，探知装置からの「周波数応答」（frequence　response）を「作動機構」（モ

ーター）に伝えることができることである．

　二うした真空管の三つの属性にHirschhomが着目するゆえんは，これら

の属性が，機械をして，「物的資本」（physica1capital，p．47）から「情報伝

達装置」（a　commmications　apparatus，p．34）もしくは「情報資本」
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生産技術の弾力化と人間労働の高度化 （21）

（infomation　capital，p．47）に変えるからである．すなわち機械は，サイバ

ネティヅク生産技術の段階においては，もはやエネノレギーやバワーの生産や

伝達ではなくて，むしろ情報の生産と伝達を目的としており，したがってそ

の効率は，「変動する情報が動力誘導装置と作動装置に伝えられるその感度

と正確性」（the　sensitiYity　and　accuracy　with　whichchanging　information

is　transmitted　to　the　powerchame1ing　and　actuating　devices．p．37）によ

って測定されることとなる．ここに，Hirschhornは，サイバネティヅク生産

技術の第5の特徴を見い出す9〕．

　なお，Hirschhomによれぱ，この真空管を用いたラジオの信号の増幅によ

る「ゆがみ」（distortion）を，完全な真空管をつくりあげることによるので

はなくて，かえって，ゆがみのある信号を再び回路にフィードバックさせて，

ゆがみのない信号をつくり出していく努力の中から，誤りの除去ではなくて，

誤りの導入の上でこれを克服する，かの「フィードバック原理」が生れてき

たことが注意されねばならないi0｝．したがって，蒸気エンジンがメカニカノレ

生産技術を象徴するものであるとするならぱ，サイバネティヅク生産技術を

象徴するものは，まさに真空管ということになるのである11〕．

　　1）Cf．Hirschhom，Beyond　Mechanization，p．16．

　　　　CfI　Hirschhorn，op．cit．，pp．16－19＆p．152．

　　　　以下，括弧の中の頁数は，Hirschhomの前掲書からの引用箇所を示す．

　　　　cf．Hirschhom，op．cit．，chapter1．

　　　　Cf．Hirschhom，op．cit．，pp．25－26，

　　　　Cf　Hirschhom，op．cit．，pp．26－27＆pp．57－58．

　　　　Cf　Hirschhom，op．cit．，pp．27－28，

　　　　C£Hirschhom，op．cit．，pp．28－31．

　　　　Cf．Hirschhorn，op．cit．，pp．35－37＆pp．43－47．

　　　　Cf　Hirschhom，op，cit．，pp．37－39．

　　　　Cf．Hirschhom，op．citI，p．34＆pp．39－40．
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3　サイバネティック生産技術と人間労働

　サイバネティック生産技術に関しては，「誤り」の排除ではなくして，逆に

「誤り」の存在を前提とした上で，そのフィードバック・コントローノレが試み

られるのであるが，このサイバネティック生産技術についても，機械の自已

制御の可能性を，したがってまたその完全性を想定する見解が存在している．

この見解にしたがえば，サイバネティヅク生産技術の自己制御能力がその完

全性を増犬させていくにしたがって，機械によるr作業老の代位と機能の解

体」（disp1acement　and　defunctiona1ization　of　worker）が生ずることとな

る．

　しかし，Hirschhomによれば，こうした見解は支持されえない．逆にrサ

イバネティック生産技術の不完全性」（the　imperfection　of　cybemetic　tech・

nology）こそが前提にされなけれぱならない．碓かに，前もって技術老によ

って想定されている「誤り」（これをHirschhomは，予期された誤りもしく

はr第一次的誤り』（expected　oI“irst－order’’errors）とよぶ）については，

これを機械が作業者の力に頼ることなしに自動的に制御しうる．しかし，技

術者によっては，ついに事前に予測されえないr誤り」（これを，Hirscbhom

は，不測の誤りもしくは『第二次的誤り』（manticipated　or“second・order”

errorSとよぷ）が存在し，この発現については，これを作業者のみが制御し

うることが見落されてはならない．しかも，こうした不測の誤りもしくは第

二次的誤りを作業老が制御するにあたっては，作業老の「準備と学習」

（preparation　and　leaming）が，したがってまた反復的・常規的作業（rote

task）ではなくてr発展的作業」（devと1opmental　task）こそが，必要とされ

る．したがって，サイバネティック生産技術の下における人間労働，（この労

働をHirschhomは，postindustI’ialworkとよび，メカニカル生産技術にお

けるindustrialworkから区別している）は，諸（部分）システムと物的現実

の境界における管理（management　at　the　boundaries　of　systems　and

physica1realitiesp．73）をその内容とするものとなる．したがってまた，作
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業老の地位についても，r生産過程における制御された要素」（the　controlled

element　in　the　production　process）としての地位から，「制御機構を繰作し，

制御する老」（73頁）としての地位への変化が現われることとなる1〕．

　そこで以下，本節においては，まず最初にサイバネティヅク生産技術の不

完全性に関するHirschhomの見解をとり上げ，つづいてその不完全性を補

完するために必要とされる人間労働の内容に関するHirschhomの見解を明

らかにしていくこととする．

　（1）　サイバネティック生産技術の不完全性

　Hirschhomの見解によれば，サイバネティヅク生産技術は，確かに「誤

り」もしくは「失敗」を事前に予測して，その機械自体による制御を行うと

ころに，その特徴がみい出されるのであるが，人がこうした「誤り」もしく

は「失敗」を事前に完全に予測することは，ついに不可能であることが銘記

されねぱならない．こうした完全には予測しがたいr誤り」もしくはr失敗」

についてその発生する領域をHirschhomはつぎの四つに分けている．すな

わち（1）投入条件，（2）変換・加工過程，（3）産出条件，および（4）人間

の認識力および人問の相互関係がそれである．

　まず第1の生産システムの境界領域の一つである投入領域についてみてい

くこととする．ここで問題となるのは，加工対象ないし原材料・素材の性質

および構成の質的変化を妻前に完全に予測しえないことである．とくに原材

料をとりまく自然環境の汚染によって原材料そのものが変質し，この変質し

た原材料と機械との間に予期せざる化学的反応が発現をみる場合が問題とな

るのである2〕．

　第2の変換・加工過程で間題となるのは，機械の始動・運転停止・負荷の

変動・設計変更・高速稼動による摩滅部分の頻繁な取替え等によって機械本

体に加えられる機械的ならぴに化学的ストレス（その結果としての金属疲労

およぴ化学的腐殖）を，技術老が事前に完全に予測することが不可能なこと

である．さらに問題となるのは，機械体系の固有の弾力性もしくは多様性

（the　nexibi1ity　or　versatility　of　machine　system），機械体系内部の相互に
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複雑に関連し合った水圧システム・空圧システム・電気システム・機械的サ

ブシステムの存在あ一箇所セ生じたエラー・故障・妨害等の作用が予見しが

たい形で機械体系中に波及することである帥．

　第3の産出領域に関して問題となるのは，生産過程が定められた産出水準

を満たすことができない時に発現するエラーである．このエラーは，さらに

産出されるべき製品の質に関する消費老自身の要求水準の変動，およぴその

変化の速度にも依存している．さらに，この領域におけるエラーは，製品そ

のものの多様性が増大するにつれて，その発現の可能性も高まることとな

る4〕．

この第3の産出領域は，市場環境（marketenviro㎜ent）が「より一層多

様で，より高水準の質をもとめる市場」（markets　of　greater　variety　and

higher　standards　of　qua1ity）に移行するにつれて，一層重要となってくる．

こ？うち，製早の多様性に関しては，事実として，すでに，1970年代の半ば

以来，新しい型の製品の数が増犬しており，製品の型あたりの平均需要量は

減少している．すなわち「産業持代を特徴づける大量市場の解体」（the

breakupofthemassmarketsorthe　industria1periodp．106）が生じてい

る．この事態は，「明確に他と区別される製品市場め解体」（the　breakup　of

clearly　differentiated　product）という事象によっても強められており，し

かもこの差別的製品市場の崩壊は，資本ストック自体の，情報資本化による，

弾力性の増大によって強められている．二こでHirschhomがとくに注意を

うながしているのは，「機械がもはや固定的な行動循環をもっておらず，作業

老と設計老が制御機構を修正することが可能であり，その結果，機械が新し

い機能を遂行することができる．．（！07頁）ことである．

　これに対して，高水準の質（higher　quality　standards）の点に関しては，

①ユーザーの需要が，機能の面でも，自然環境との関係の面でもますます特

殊で，多様で，しかも，厳しい要求になっていること，および②多数の中間

製品ならぴに最終製品に含まれている情報資本という特質が増大することに

よって制御機構のエラーが与える影響が多面的になっていることが，みおと
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されてはならない5〕．

　さて与見しがたい第4の領域は，人間の側の事情に見い出されるものであ

る．すなわち，個々の人間の側に出ずる偶発的出来事，不注意，さらには，

人間相互の間の杜会的関係とくに敵対的・非友好的関係によって逆機能の前

兆である信号が見落される事態がここで問題となる6〕．「実に自動的システ

ムが発展して非常に明自な種類のエラーについてはこれを制細できるように

なるにつれて，杜会組織のパターンが，成功か失敗かを決める主要な決定要

因となってくるのである．」（82頁）

　以上において，われわれは事前にはついに完全には把握することが因難な

「誤り」に関するHirschhomの見解を明らかにした．これを要するにHir－

schhomは機械体系に不可避的にr誤り」もしくはr失敗」が随伴することを

強調するのであるが，こうした「誤り」には，機械体系のフィードバヅク・

ノレープの中に事前に組みこまれ，したがって作業老の手をかりないでも，機

械自体によって制御可能なr誤り」と，それが不可能な，したがってまた作

業老もしくは作業老集団自身が「第2次制御機構」となって，このエラーを

是正しなければならないr誤り」との二種類が存在しているのである．この

うち後老のエラーを是正するためには，Hirschhomによれぱ，「問題解決活

動による作業老の能力の動員」（themobi1izationofworkerta1entthrough

problem・solving　activity）を行うこと，あるいは「発展的労働」（develop－

menta1work）が必要となる．以下このr発展的労動」の内容について明ら

かにしていくこととする．

　（2）　サイバネティック生産技術とr発展的労働」

　われわれの理解するところによれぱ，Hirschhomが「発展的労働」とよん

でいるのは，サイバネティック生産技術に不可避的に随伴する「不測の第二

次的誤り」を制御する活動である．こうした制御活動を作業老が行うために

は，Hirschhomによれぱ，その前兆ないし兆候をr診断する技能」（diagnos・

tic　skm）を必要とする．したがって二のr診断技能」の内容を明らかにする

ことによって，われわれは，r発展的労働」の内容も明らかにすることが可能
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となる．そこで以下，「診断技能」に関する彼の見解を追っていくこととす

る．

　さてHirschhomによれば，作業者がr診断技能」を身につけるためには，

「分析的推論」（analytiC　reaSoni㎎）ではなくして，かえって「総合的推論」

（syntheticreasoning）を行う能力が必要である．この場合に彼が「総合的推

論」とよぷのは，「より多くの情報が与えられるのに応じて次第に可能な原因

の領域が狭められていくような推論」（90頁），あるいはr人がそもそもどの

ような種類の問題に直面しており，どのような種類の情報がそもそも重要な

のかを決定しなけれぱならないような推論」（p．90）である．したがって，

r診断能力」というのは，「問題の枠組みを設定し，兆候から原因を推論し，

そしてそのようにして得られる仮説を分析的知識に照らして検証する能力」

（90頁）に依存しているη．この診断能力は，Hirschhomによれぱ，つぎの

三つの技能ないし思考様式（modes　of　thinking）の統合されたものである．

すなわち，（1）「かつての職人が生産工程にもちこんでいたような密度の濃い

知覚」（91頁）（dense　perception　of　physical　processes．p．93），（2）「発見

的接近法がもたらすような幅広い知識」（91頁）（heuristic　knowledge　of

production　re1ationships．p．93），およぴ（3）「分析的訓練がもたらすよう

な深い理解」（91頁）（theoretical　mderstanding　oftheproductionprocess．

p．93）が，それである．

　第1のr密度の濃い知覚」をHirschhomが重要視するのは，それによっ

て，予期されていないためにさもなけれぱ着過されていたような事象，すな

わち変則的事象（anomalous〔lata）を把握しうるr周辺的意識」（fringe

awareness）が与えられるからである．Hirschhomによれぱ「われわれの周

辺的意識は，言語に表現可能な推論の接近をめったに許すものではないので

あるが，問題そのものを定義し解決するための可能な脈略（ConteXt）を示唆

する『全体的バターン』（geStalt1〕attemS）をわれわれに与えるものである．」

（92頁）r周辺的意識は，変則的事象が発する信号にそれが合わせられる場合

には，新しいバターンヘの洞察を創りだすものである．」（92頁）
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　第2の発具的知識をHirschhomが重視するのは，それが，作業老に，一方

では通常の意志決定をしながら，他方で「選択的注意」（Se1eCtiVe　attention）

を質・時宜といった長期的目標に向けさせることを可能にするからである．

ここにいわれている「選択的注意は，遂次的思考（serial　thinking）と意識的

な言語的推論（verba1reasoning）にその基礎をもつものである．」（92頁）

　第3の「理論的知識」をHirschhomが重要視するのは，それによって，作

業者が変則的事象を理解することが可能となり，その結果，既存の行動準則

を克服して，新しい情況にふさわしい新規の行動準則を創ることができるか

らである帥．

　これを要するに，Hirschhomが強調するのは，人間の問題解決活動は，事

前に体系的に全部の代替案が分析，テストされた上で，その後に最良の案が

選択されるとみるr機械的モデノレ」（mechanistic　mode1，p，92）にしたがっ

て展開されるのではけっしてなくて，かえってr選択的注意」とr周辺的意

識」とを総動員することによって行われているということ，これである．す

なわちrこうした意識の総動員によって，われわれは，全体および脈略（Con・

teXt）についての大枠に関する決定と，原因や効果や特殊なシステム上の諸

関係についての精綾な決定とを同時に行う二とが可能になるのである．」（92

頁）換言すれぱ，新しい条件のもとにおける作業者の弾力的反応は，Hirsch・

homによれぱ，r意識の周辺における絶えざるフィードバヅク」とr意識の

中核におけ意図的計画活動」とによって可能になるのである．

　これを要するにHirsc㎞omがr発展的労動」とよぷ人間労動とは，（1）密

度の濃い知覚と，（2）幅広い発見的知識と，（3）深い理論的理解を総動員す

ることによって展開される人間の問題解決活動である．逆に，このことは，

この三つの思考様式のうち，いずれが欠けていても，その場合には，「一定の

失敗バターン」（particu1ar　pattems　of　fai1ure）が発現をみることを意味し

てし’る．

　そこで作業老の診断能力を育成するためには，Hirschhomによれば，既述

の三つの思考様式を漸進的に統合することを通じて，作業老が学習すること
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を学習する（leaming　to1eam）ための環境，すなわち「学習環境」（leaming

enVironment）がつくり出されなければならない．このためには，さらに，

つぎの三点に留意が払われなけれぱならない．すなわち（1）作業と計画活動

の統合，（2）適切な検知装置の導入による作業老の知覚の補完，およぴ（3）

制御装置と作業老の間の責任の動的配分がそれである9〕．

　以上において，われわれは，サイバネティック生産技術のもとにおいて必

要とされる人間労働に関するHirschhornの見解を明らかにした．これを要

するに，生産技術と人間労働に関する伝統的構想によれば，機械がr人間の

技能」（human　skill）に次第に代位し，やがてはこれを不必要にすると解さ

れているのであるが・これに対して，Hirschhomの構想においては，機械は

作業者に代位するものではけっしてなくて，かえって相互に補完しあうもの

であり，しかも作業者は，「誤り」や「失敗」を契機として，実践的にも，理

論的にも発展していくものと解されているのである．

　　1）　Cf．Hirschhorn，Beyond　Mlechanization，pp．72－73，pp．91一ユOO，＆p．150．

　　2）　Cf．Hirschhom，op．cit．，pp．77－78＆pp．100－10ユ．

　　3）　Cf－Hirsch1hom，op．cit．，pp．79－80＆pp．100－101．

　　4）　Cf．Hirschhom，op．cit．，p．101．

　　5）　C£Hirschhorn，op．cit．，pp，109－109．

　　6）　Cf．Hirschhorn，op－cit．，pp．79－80，pp．81－82＆pp．83－84．

　　7）　Cf　Hirschhom，op．cit、，pp．90－91．

　　8）Cf－Hirschhom，op．cit．，pp．91－93．

　　9）　Cf．Hirschhorn，op．cit．，pp．96－97、

4　HirschhornによるBraverman批判

　われわれは，前節までにおいて，r生産技術と人間労働」に関するHirsch－

homの見解を明らかにした．「サイバネティヅク生産技術は，人間の技能や

判断の必要性を排除しうるようなものではけっしてなく，したがって不完全

なものとみなされなければならない．しかも，この場合に必要とされる人問

の判断や技能とは，単純な反復的な機械的動作をなすものでは，けっしてな
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く，かえって学習をその内容とするものである．われわれは，人問労働と生

産技術に関する伝統的構想（一これを彼はindustrial　or　mechanical　con・

ception　of　work　and　technologyとよぷ一）を克服して，これにかえて新

しい構想（一これを彼はpost－industrial　or　cybemetic　conception　of

work　and　technologyとよぷ一）を採用しなけれぱならない．」これが，

Hirschhomがわれわれに訴えんとする主張である．

　ところでこうした彼の考え方と真向から対立する見解を展開する所論であ

って，しかも「最近の最も影響力のあるテキスト」とみなされているものに，

Harry　BravermanのrLabor　and　Mompoly　Capital』（1974年）がある．

そこで彼は，二の書物を取り上げて，これを批判することに努めている1〕．

そこで，われわれも，Bravermanに対するHirschhomの批判を，本節では

取り上げて，彼の考え方をより明らかにしていくこととする．

　HirschhomによるBravermanに対する批判は，われわれの理解するとこ

ろによれば，つぎの二点から構成されている．その第1点は，「テイラー主

義」（Tay1orism）の位置づけに関するものである．そして第2点は，「サイ

・バネティヅク生産技術」（cybemetic　techno1ogy）の位置づけに関するもの

である．まず最初の点から取り上げることとする．

　第1の批判点は，Bravermanがテイラー主義を「歴史的発展よって条件づ

けられている一過程」として把握しないで，すなわち「資本主義的発展の一

つの特殊な段階」として把握しないで，かえってこれをr資本主義杜会の必

須物」（the　sine　qua　non　of　capitalistsocietyp．64）として，すなわち，「労

働老との闘争の中で時間研究・動作研究を発展させて，労働から創意とそし

て革命能力とを奪取した資本家の真正の創造物」（64頁）として把握してい

ることである．

　　Hirschhomの見解によれぱ，1880年代末期のr内部請負制度」（avast

jobbing　system　p．62：the　o1d　intema1subcontracting　system　p．63）のも

とでは，r資本家は，貨幣，工具，およぴ材料の流れはこれを組織したが，し

かし計画活動と執行活動とはこれを熟練労働者の指導老層に残し，したがっ
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てこの指導的熟練労働者層が実際には生産過程を統括した」（p．62）のであ

るが，この制度は，「前産業杜会」（pre－industrial　society）の段階，すなわ

ち，小規模で局地的市場と単純な汎用工具の段階においてよく機能しえた制

度なのである．

　これに対してrテイラー主義」は，Hirschhomによれぱ，r全国的市場と

長期的投資と原価計算に基礎づけられた大規模産業の成長の一部分」（p．63）

として，すなわちr産業杜会」（jndustria1society）の段階に位置づけられね

ばならない．すなわち，それは，単一の安定した大量市場（mass　market）

とr専用機械」（sing1e・purpose　machinery）とでもって特徴づけられるr産

業杜会」の段階においてのみ適合性をもつものである．

　ところが，現在は，Hirschhomによれぱ，もはやr産業杜会」の段階では

なくて，むしろr多様でかつ特殊化された市揚」とr弾力的汎用機械」

（genera1・purpose　machinery）とでもって特徴づけられる「脱産業杜会2〕」

（post・industria1society）なのである．それにもかかわらず，Braverman

は，この段階においても，「自動化が，単純に熟練の解体過程（the　deskil1ing

process）を拡大・増幅させて，それによって，労働者の創意，理解，およぴ

構想が次第に禁止されている」（p．70）こと，したがってまた，「構想からの

執行の分離」（separation　of　execution　from　conception）という自説の有

効性を主張しつづけていることが問題となるのである．換言すれば，「労働

者の熟練が解体されるにつれて，労働者の行動範囲は狭められて，そして機

械体系に一層統合されていく」（70－71頁）とBravemanは主張するのであ

るが，しかしながらHirschhomによれぱ，r脱産業杜会」の段階において

は，‘r労働者は，執行職能は喪失するが，しかし制御活動は入手する」（71頁）

ことが見落されてはならないのである．すなわち「直接的な執行からの追放

（disp1acement）は，労働老を解放するものではないのである．」（71頁）

　以上が，Bravermanの所論に対する第1の批判点である3｝．これに対して

第2の批判点4〕は，Bravermanの所論においては，Brightの見解に依拠し

て，生産技術の発展が「機械化された機械のひとつの単純な直線的拡大」（a
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simple，1inear　extension　of　the　mechanized　machine）として把握されてお

り，機械化された機械，すなわちメカニカノレ機械体系とサイバネティヅク機

械体系の問の不連続性（discontimity）が把握されていないことである．こ

の結果として，Bravemanの所論においては，サイバネティヅクエ場制度

（cybemetic　work　setting）が，「組み立て線型自動化の増幅されたもの」（an

amp1iied　version　of　assembly－1ine　automation）としてのみ描かれること

になってしまっているのである．すなわち，「もしもわれわれが，Brightが

行っているように自動化が，次第に自已制御機械の増大を意味し，やがて不

連続な事象も自己管理されるようになる地点に到達すると仮定するならば，

この場合には，われわれは，（職場からの）追放（displacement）と職能の解

体（defmctionalization）の危機を予想しなけれぱならない．」（72頁）しか

しながらこうした仮定は，妥当性を有するものではけっしてないとHirsch．

homは解するのである．逆に，彼の見解によれば，労働老の「注意や監視を

ますます多く動員すること」（a　growing　mobilization　of　attention　and

watchfu1ness　p，72）の必要性が，サイバネティヅク生産技術の不完全性・不

連続性から生じているのである．すなわち，「もしも誤りが自動システムに

おいて不可避的であるとするならぱ一私は，それが事実であると信ずるも

のであるが一，すなわちもしもフィードバヅクに基礎をもつ制御装置によ

っても自動的には規制せられえないような失敗の様式が常に存在するとする

ならぱ，その場合には，システムの予期されざる失敗の瞬間にいつでも関与

できるように労働者をしておくためには，学習が制度化されておらねばなら

ないこととなる．この場合には，失敗は，不連続性と発展的変化を示す一つ

の特殊例をなすにすぎないのである．」（73頁）

　以上が，Bravemanの所論に対するHirschhomの批判の骨子である．こ

うした彼の批判からわれわれが知りうることは，変動的で多様な特殊市場と

弾力的機械でもって特徴づけられる「脱産業杜会」において，この新しい生

産技術を人が真に活用しようとするならば，r学習と作業の分離」を志向する

テイラー的職務設計や組織設計の原理にかえて，「学習と仕事の統合」を可能
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にする職務ならぴに組織を設計しなけれぱならないということ，これである．

すなわち，生産技術そのものが，労働者に対して，不測の事態に対処する能

力や，問題解決能力や，学習能力の向上を，さらには，より大きくは，画一

的な文化ではなくて，r学習の文化」（a　culture　of1eaming）の創造を要求

していると，Hirschhomは考えているのである5〕．

　　1）Cf．Hirschhom，Beyond　Mechanization，chapter7－

　　2）Hirschhomによれぱ，脱産業杜会への転換点を画する時期は，1910年一

　　30年である、

　　“In　sum，petro1eum　reini㎎and　the　production　of　petrochemicals　gave

　　rise　to　the　first　cybernetic　production　process－It　is　clear　that　the　period

　　1910－1930was　the　turning　point　of　postindustrial　development．During

　　those　two　decades　vacuum仁ube　techm1ogy　was　developed，the　feedback

　　principle　was　e1aborated，continuous　cybemetic　production　emerged　in

　　the　modem　chemicals　sect〔一rs，and　information　capital　began　to　replace

　　physica1capital　in　many　m．mufact平ing　sectors。”（p．47）

　　3）　Cf．Hirschhorn，oP．cit．，PP．62－64＆PP．70－71．

　　4）　Cf．Hirschhom，op．cit．，pp．70－71．

　　5）　Cf．Hirschhom，op．cit．，pp．168－169．

5結

　サイバネティヅク生産技術のもとにおいては，「誤り」や「失敗」を生みだ

す新しい源泉がつくり出され，しかもこれらは，学習能力をもった新しい型

の「熟練労働老」によってのみ克服されうるものであるので，職務の設計に

おいても，作業組織の設計においても，学習を可能にするような設計原理が

採用されなけれぱならない．とこ一ろが，にもかかわらず，依然として，人々

は，旧来のメカニカノレ生産技術σ）もとで醸成された職務設計原理・組織設計

原理を固執している．しかしサイバネティック生産技術を真に活用しようと

するならば，人々は，こうした旧来の原理を超えなけれぱならない．一こ

れが，Hirschhomの主張の骨子である，しかし，Hirschhomが，われわれ

に訴えようとしていることは，それのみではない．そもそもサイバネティヅ
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ク生産技術はr固定的なもの」あるいはr完全なもの」とみなされてはなら

ず，現場の作業者をも含む人間の技能と判断，すなわち「発展的労働」

（developmental　work）によってより完全なものに発展させられていかねぱ

ならないものである．にもかかわらず，人々が，依然として，r完全なバヅク

アップシステムと誤りのない機械体系」（comp1ete　backup　and　fail－safe

SyStem）を設計できるというユートピア的構想にとりつかれていることが，

Hirschhomにとっては，看過されえない事態なのである．

　ところでHirschhornによれぱ，人々をして時代おくれの構想にしがみつ

かせているのは，「作業を分割し，半熟練的職務をつくり，そして作業の流れ

を後方の事務所から計画するという構想が，人件費（labor　cost）を削滅し，

訓練期間を短縮し，そして管理者をしてある作業者を他の作業老と代替する

ことを可能にする」（3頁）ところにもとめられる．しかしrこうした主張

は，（第1に）物件費（capita1cost）が人件費に比べて増大するにつれて，

（第2に）学習能力が過去の訓練よりもより重要となるにつれて，そして（第

3に）特殊な機械体系についての作業者の暗黙裏の理解（tacit　understan－

ding）が彼の一般的な知識よりも重要となるにつれて，その論拠をうしな

う．」（3頁）

　のみならずHirschhomによれぱ，生産技術と人間労働に関する新し構想

へ移行する必要性は，r製品と生産工程に関する変更がその速度を増し，そし

て特殊市場（specialized　market）が大量市場（massmarket）に代位する」

（2頁）につれて，強まってくるのである．

　こうした彼の主張を貫いているのは，生産技術が変れぱ，それに対応して，

職務および作業組織の設計原理も変らなけれぱならないとする考え方である．

すなわち「工場が新しい技術に投資し，これを発展させるにつれて，管理老

は，学習を促進するような職務と組織の設計を発展させていかねぱならない

のである．」（113頁）もっとも彼は，職務の設計や組織の設計がr杜会的なら

ぴに政治的利害」（social　and　political　interests）によっても形づくられる

こと，したがって，生産技術のみがこれを決定しうるものではないこと，す
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なわち「決定要因としての生産技術の限界」（the　limits　of　techno1ogy　as　a

determiningforce）は，これを自ら認めている．しかし彼の力点がr生産技

術の規定性ないし優位性」，とくにそれが職務ならぴに作業組織の設計に対

して与える新しい機会（new　opp■〕rtmities）に置かれていることは，疑いの

余地のないところである．

　この場合にわれわれにとって間題となるのは，彼の所論においては，生産

技術の変更が出発点におかれて金一り，この変更をうながした要因，さらには

新しい生産技術を工場に導入することを決定した主体の意図との関連の分析

は，十分には行われていないことである．とくに重要なのは，彼によっても

指摘されているr犬量市場から特殊市場への市場の変化」がr生産技術の変

更」に関する企業の決定に及ぼしている影響の分析が不十分なことである．

　この点に関しては，われわれは，しかし，彼彼自身の所論の中に重要な指

摘がなされているのを知る．すなわち，rAs1ongasownersmakeadequate

proit，they　have　little　incentveヒo　invest　in　new　techno1ogies．」（p．156）

この指摘は，逆に既存の生産技術では，もはや利潤が獲得されにくくなった

ときに，新しい生産技術の導入に所有老がふみきることを意味している．さ

らに，rP・・ti・d・・t・i・lt・・h・・1・gi・・…b1・th・f・・一・・yt・…p・・d日・・ibly

to　changing　market　conditions．」（p．150）

　この論述は，市場の変更が工場主をしてこの変更に適応しうる生産技術の

導入を決定させることを意味している．

　もとより市場と生産技術との間に，こうした一方的関係ぱかりが存在する

のではなくて，このようにして導入された生産技術がさらに市場に変化を与

えることも，否定されてはならない．このことについても，’Hirschhomによ

って指摘されていないわけではない．

　「サイバネティック生産技術は．．資本財の一般的な弾力性を増大する．財

の情報資本的内容は，市場の不確実性をつくり出す．そしてより多くの精密

さを要求する標準は，新技術の富創造的力と結びついて，質に対する需要や

標準が利潤性の最重要な決定要因であるような市場構造をつくり出す．これ
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らの傾向はすべて相互に強化しあう．資本財の弾力性は，（そしてそれに付

属している労働力の弾力性は）市場条件のより大なる多様性を支特するとと

もに，またそれによって支持される．」（109頁）

　したがって，r生産技術の活用を企てようとするものは，生産技術の要請

（thedemand　ofthetechnology）に従わねぱならない」というHirschhom

の主張に関しては，この生産技術の要請の背後に，さらにr市場の要請」（the

demand　ofthemarket）が存在していることを着過することはできないので

ある．すなわち，Hirschhomの強調する「発展的労働」，したがってまた「仕

事と学習の統合」において実現をみる「人間労働の高度化」は，まさに，「市

場の要請の変動」（changingmarketdemands）を背後に有するr生産技術

の変動」（changing　technolo鮒）に，企業がより迅速に適応するために必要

とされているのである．

　このようにして，Hirschhomが想定する脱産業杜会においては，製品市場

と生産技術の特性が，r作業と学習の統合」を指導原理とする作業組織の編成

を要請することとなるのであるが，他方で，われわれは，r作業と学習の統

合」の具体的方式は，それぞれの企業が置かれている「杜会的ならびに政治

的利害」の情況，とくに労働市場・教育水準・企業文化等の内容が異なれぱ

異なってくることも着過することはできない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一橋大掌教授）
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